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震災５年後の今を生きる
特
集

震
災
五
年
後
の
今
を
生
き
る

　

東
日
本
被
災
地
と
未
被
災
地
に
お
け
る
五
年

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
三
陸
沿
岸
集
落
で
は
少

子
高
齢
化
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
高
台
団
地
で
の
住
ま
い
づ
く
り
や
復
興

公
営
住
宅
へ
の
入
居
が
進
み
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
は
じ
ま

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
直
接
被
災
地
で
は
な
か
っ
た
東
京
で
も
、
五
年
前

の
こ
と
に
は
な
り
ま
す
が
、
発
災
当
日
の
帰
宅
支
障
に
は
じ
ま
り
、
原
発

事
故
の
影
響
、
電
力
低
下
に
と
も
な
う
計
画
停
電
、
商
品
不
足
（
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
）
と
い
っ
た
生
活
支
障
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

東
北
で
の
復
興
の
営
み
、
関
東
地
方
で
も
直
面
し
た
生
活
支
障
の
体
験

は
、
私
た
ち
の
「
い
ま
」
に
活
か
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
本
稿
で
は

自
治
体
と
し
て
の
防
災
対
策
の
基
準
点
を
整
理
し
つ
つ
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
回
復
過
程
で
導
き
出
さ
れ
て
き
た
「
多
重
防
災
」
と
「
レ
ジ
リ
エ

ン
シ
ー
」
に
触
れ
た
上
で
、
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
の
分
野
連
携
型
プ
ロ
ジ

首
都
大
学
東
京 

准
教
授

市
古
太
郎

ェ
ク
ト
で
あ
る
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
事
例
に
、
新
た
な
防
災
対
策
の

方
向
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
防
災
対
策
と
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

〈
自
治
体
に
お
け
る
防
災
対
策
の
原
点
〉

　

最
初
に
法
的
根
拠
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
自
治
体
に
お
け
る
災
害
対
策
の
基

本
的
考
え
方
を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
対
策
基
本
法
（
二
〇
一
二
年
改
正
）
第
一
条
は
、
法
律
の
目
的
を

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
土
並
び
に
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る

た
め
、
防
災
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
そ

の
他
の
公
共
機
関
を
通
じ
て
必
要
な
体
制
を
確
立
し
、
責
任
の
所
在
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
防
災
計
画
の
作
成
、
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
、

災
害
復
旧
及
び
防
災
に
関
す
る
財
政
金
融
措
置
そ
の
他
必
要
な
災
害
対
策

事
前
復
興
が
開
く
新
た
な
防
災
対
策
の
地
平

３
・
11
と
い
う
未
曽
有
の
経
験
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
と
防
災
の
連
携
に
よ
る
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
か
ら
、

自
治
体
の
新
た
な
防
災
対
策
を
考
え
る
。

い
ち
こ
・
た
ろ
う

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
二
〇
〇
〇
年
東
京
都
立
大
学
大
学
院
都
市
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
横
浜

市
役
所
勤
務
を
経
て
、
二
〇
一
一
年
よ
り
首
都
大
学
東
京
大
学
院
都
市
シ
ス
テ
ム
科
学
域
准
教
授
。
専

門
は
都
市
計
画
、
災
害
復
興
、
防
災
対
策
。
岩
手
県
野
田
村
、
気
仙
沼
市
階
上
で
住
ま
い
と
集
落
の
再

建
支
援
と
研
究
活
動
に
従
事
。
著
書
に
『
復
興
ま
ち
づ
く
り
』（
共
著
／
丸
善
、
二
〇
一
〇
年
）。

の
基
本
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
整

備
及
び
推
進
を
図
り
、
も
つ
て
社
会
の
秩
序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉
の
確

保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

　

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
「
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護

す
る
」
た
め
の
地
方
公
共
団
体
の
「
責
任
の
所
在
」
と
は
何
か
、
と
い
う

点
で
す
。
条
文
上
、
そ
れ
は
防
災
計
画
を
作
成
し
て
と
規
程
さ
れ
、
地
方

自
治
体
に
お
い
て
は
法
定
行
政
計
画
で
あ
る
地
域
防
災
計
画
に
記
述
す
る

こ
と
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
そ
の
実
質
的
な
意
味
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
災
害
対
策
に
お

け
る
行
政
組
織
の
責
任
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
す
が
、
私
は
少
な
く
と

も
三
つ
の
領
域
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
第
一
に
消
防
や
警
察
を
中
心

に
、
救
出
救
助
や
消
火
活
動
な
ど
「
生
命
と
身
体
」
を
直
接
守
る
責
任
領

域
で
す
。
自
治
体
の
防
災
担
当
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
は
災
害
対
応
の
専
任

組
織
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。「
防
災
」が
平
常
時
業
務
の
中
心
に
お

か
れ
て
い
る
組
織
で
す
。
第
二
に
た
と
え
ば
道
路
、
公
園
、
学
校
や
公
民

館
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
生
活
基
盤
施
設
の
施
設
管
理
者
と
し
て
、
管

理
施
設
の
直
接
被
害
を
軽
減
し
、
災
害
時
に
す
み
や
か
な
施
設
復
旧
に
努

め
る
責
務
を
負
う
部
署
、
言
い
換
え
れ
ば
、
公
的
空
間
の
安
全
性
を
確
保

す
る
領
域
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
第
三
に
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
と
い

っ
た
福
祉
政
策
の
関
係
性
を
ベ
ー
ス
に
「
生
活
回
復
支
援
」
を
行
う
領
域

で
す
。
保
健
所
、
高
齢
・
障
害
・
児
童
福
祉
の
部
署
が
そ
の
主
た
る
担
当

組
織
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
生
活
の
「
安
心
」
に
関
わ
る
役
割
と
も
言
え
る

か
と
思
い
ま
す
。

〈
三
つ
の
責
任
領
域
の
意
味
〉

　

こ
の
三
つ
の
責
任
領
域
は
、
そ
の
順
番
で
平
常
時
に
お
け
る
防
災
関
連

業
務
の
割
合
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
福
祉
分
野
の
部

署
に
お
い
て
、
平
常
時
に
住
民
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
災
害
対
策
を
意
識

す
る
ケ
ー
ス
は
他
の
二
領
域
と
比
べ
れ
ば
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
低
頻
度
大
規
模
災
害
時
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。長
期
に
わ
た
る
復
興
の
営
み
は
市
民
生
活
す
べ
て
の
面
に
影
響
し
、自

治
体
業
務
全
分
野
に
関
係
し
て
き
ま
す
。
平
常
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分

野
に
応
じ
て
、
被
災
か
ら
の
回
復
に
関
わ
る
仕
事
が
不
可
避
と
言
え
ま
す
。

　

も
う
一
点
、
防
災
対
策
の
系
譜
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。防
災
に
関
す
る
法
制
度
と
各
種
対
策
は
、国
内
外
の
災
害
被
害
と

再
建
の
営
み
を
う
け
て
、
言
い
換
え
れ
ば
災
害
と
そ
の
後
の
生
活
回
復
経

験
を
契
機
と
し
て
、
発
展
し
て
き
た
と
い
う
点
で
す
。
一
九
六
一
年
の
災

害
対
策
基
本
法
制
定
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
は
一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台

風
災
害
で
し
た
し
、
一
九
六
四
年
の
新
潟
地
震
お
よ
び
一
九
六
八
年
の
十

勝
沖
地
震
時
の
Ｒ
Ｃ
建
物
被
害
が
一
九
七
一
年
の
建
築
基
準
法
改
正
（
せ
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ん
断
破
壊
防
止
を
主
と
し
た
耐
震
基
準
強
化
）
に
帰
着
し
て
い
ま
す
。
ま

た
一
九
九
五
年
の
阪
神･

淡
路
大
震
災
後
に
は
広
域
応
援
体
制
の
確
保
や

国
民
の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
促
進
な
ど
防
災
対
策
全
般
の
視
点
で
の
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
、
長
田
区
な
ど
密
集
市
街
地
で
の
倒
壊
・
延
焼
被

害
か
ら
一
九
九
七
年
に
密
集
法
（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整

備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）
が
制
定
さ
れ
、
近
年
で
は
東
日
本
大
震
災
後

の
二
〇
一
二
年
に
災
害
対
策
基
本
法
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
災
害
を
契
機
と
し
て
と
い
う
点
は
二
つ
の
意
味
を
も
ち
ま
す
。
第

一
に
Ｗ
・
ベ
ッ
ク＊
１

や
Ｎ
・
ル
ー
マ
ン＊
２

の
指
摘
す
る
「
リ
ス
ク
社
会
論
」
の

視
点
、
つ
ま
り
現
代
社
会
の
効
率
性
、
資
本
の
論
理
に
基
づ
く
決
断
と
行

動
そ
の
も
の
が
、
リ
ス
ク
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
、
災
害
と
は
自
然
現
象
で

は
な
く
社
会
現
象
で
あ
る
と
い
う
側
面
が
二
一
世
紀
に
入
っ
て
ま
す
ま
す

強
化
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
問
題
提
起
で
す
。
過
去
の
災
害
で
は
家
族
内

の
問
題
と
し
て
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
社
会
的
に
顕
在
化
し
な
か
っ
た
と
い

う
事
柄
は
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
大
都
市
東
京
の
成
長
の
副
作
用
と
も
言
え

る
職
住
遠
隔
化
が
帰
宅
困
難
問
題
の
根
本
的
要
因
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
一

例
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
第
二
に
「
災
害
か
ら
の
学
び
」
と
い
う

面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
す
。
後
述
す
る
事
前
復
興
対
策
と

は
、
ま
さ
に
「
阪
神･

淡
路
大
震
災
か
ら
の
学
び
」
と
し
て
、
建
築
・
ま

ち
づ
く
り
の
専
門
家
が
議
論
し
地
域
と
行
政
に
提
案
実
践
し
な
が
ら
展
開

し
て
き
た
活
動
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
学
び
と
は
何
か
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
新

た
な
防
災
対
策
と
は
な
に
か
、
と
い
う
論
点
が
浮
上
し
て
き
ま
す
。

〈
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
二
つ
の
教
訓
：
多
重
防
災
と
レ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー
〉

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
「
学
び
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
多
岐

に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
災
害
対
策
基
本
法
第
一
条
に
あ
る
「
生
命
、
身

体
、
財
産
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
深
く
考
え
て
み

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
た
と
え
ば
筆
者
の
専
門
分
野
で
あ
る
建
築
・
ま
ち

づ
く
り
の
分
野
に
お
い
て
は
「
多
重
防
災
」
と
「
レ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー
」
の

二
つ
の
考
え
方
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

多
重
防
災
と
は
、
東
北
大
学
の
首
藤
伸
夫
先
生
が
体
系
化
さ
れ
た
考
え

方＊
３ 

で
、
既
往
最
大
津
波
を
計
画
対
象
と
し
た
上
で
、
①
防
潮
堤
、
水
門
、

湾
口
防
波
堤
な
ど
の
「
防
災
構
造
物
」、
②
避
難
場
所
、
避
難
路
、
避
難
タ

ワ
ー
な
ど
の
「
津
波
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」、
③
津
波
警
報
、
公
的
な
緊
急

体
制
、
地
域
に
お
け
る
共
助
の
体
制
と
い
っ
た
「
防
災
体
制
」
の
組
み
合

わ
せ
で
津
波
に
立
ち
向
か
お
う
と
い
う
計
画
論
で
あ
り
、
一
九
八
三
年
の

建
設
省
河
川
局
・
農
林
省
水
産
庁
に
よ
る
「
津
波
常
習
地
域
総
合
防
災
対

策
指
針
（
案
）」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
東
日
本
大
震
災

前
か
ら
津
波
対
策
の
基
本
に
あ
っ
た
考
え
方
で
す
。
な
ぜ
こ
れ
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
か
と
言
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
前
は
三
つ
の
領
域
そ
れ
ぞ

れ
が
計
画
的
に
対
応
を
進
め
て
い
け
ば
「
予
定
調
和
」
的
に
津
波
防
御
力

が
確
保
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
「
縦
割
り
型
」
の
面
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

石
巻
市
大
川
小
学
校
の
事
故
調
査
報
告
書＊
４

を
読
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
予

定
調
和
で
は
子
ど
も
の
命
は
守
れ
ず
、
河
川
や
沿
岸
部
の
施
設
管
理
者
は

徹
底
的
に
防
災
構
造
物
の
想
定
超
過
を
地
域
住
民
と
地
元
自
治
体
に
腑
に

落
ち
る
ま
で
伝
え
、
地
方
自
治
体
は
ま
ち
づ
く
り
の
な
か
で
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
も
そ
う
い
っ
た
空
間
の
安
全

水
準
を
理
解
し
、
空
間
を
使
い
こ
な
す
準
備
を
進
め
る
と
い
う
「
理
解
と

連
携
」
を
基
軸
と
す
る
多
重
防
災
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
味

に
お
い
て
で
す
。

　

次
に
レ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー
と
は
「
す
み
や
か
に
、
し
な
や
か
に
回
復
す
る

能
力
」
を
意
味
し
ま
す
（
決
し
て
「
強
靱
化
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
社
会

科
学
分
野
か
ら
の
災
害
研
究
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
と
対
を

な
す
よ
う
に
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
概
念
で
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー
が
用

い
ら
れ
る
の
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
カ
タ
チ
と
し
て
、
被
災

地
は
主
体
的
に
復
元
し
て
い
る
力
を
も
っ
て
お
り
、
外
部
支
援
は
そ
の
内

在
的
な
力
を
引
き
出
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
方
向
で
支
援
を
組
み
立
て

て
い
く
べ
き
、
と
い
う
提
案
が
共
感
を
も
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
五
年

目
が
経
っ
た
今
、
被
災
地
で
主
体
的
に
再
建
に
取
り
組
む
集
落
の
多
く
は

こ
の
「
し
な
や
か
な
回
復
力
」
を
も
っ
て
い
ま
す
。
私
も
気
仙
沼
市
階
上

地
区
と
岩
手
県
野
田
村
の
支
援
研
究
活
動
の
な
か
で
強
く
感
じ
て
い
る
点

で
す
。
加
え
て
地
域
住
民
の
み
の
集
団
で
は
な
く
、
地
元
自
治
体
お
よ
び

支
援
専
門
家
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
復
興
の
主
体
づ
く
り
も
不
可
欠

な
視
点
で
す
。

　
「
そ
こ
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
新
た
な
防
災
対
策
」
と
い
う
趣
旨
は
、
こ

の
二
つ
の
考
え
方
を
災
害
前
の
防
災
活
動
に
取
り
込
む
と
い
う
意
味
で
す
。

自
治
体
防
災
の
視
点
で
言
え
ば
、
自
治
体
組
織
と
し
て
、
職
員
能
力
と
し

て
「
理
解
と
連
携
」
の
多
重
防
災
モ
デ
ル
で
、
地
域
と
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
信
頼
関
係
を
事
前
に
つ
ち
か
っ
て
お
く
、
と
い
う
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
り
、
こ
れ
を
政
策
と
し
て
、
実
践
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
の
一

つ
が
「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
」
な
の
で
す
。

　

八
王
子
市
に
お
け
る
事
前
復
興
対
策
の
経
緯
と
成
果

　

二
一
年
前
の
阪
神･

淡
路
大
震
災
後
、
東
京
都
は
事
前
予
防
型
の
防
災

都
市
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
よ
り
体
系
的
に
展
開
す
る
と
同
時
に
、
事
前

復
興
対
策
に
着
手
し
ま
し
た
。
事
前
復
興
は
阪
神･

淡
路
大
震
災
に
お
け

る
復
興
初
動
期
の
二
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
「
仮
設
住
宅
の
遠
隔
化
」
と

「
地
域
と
行
政
の
信
頼
の
復
興
体
制
づ
く
り
の
難
し
さ
」へ
の
事
前
対
案
と

し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
都
は
都
市
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
一
九
九
七

年
）
な
ど
を
と
り
ま
と
め
、
復
興
を
「
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
変
容
を
迫

ら
れ
た
社
会
の
中
で
、
被
災
者
が
生
活
の
変
化
に
う
ま
く
適
応
す
る
た
め

の
営
み
」
と
位
置
づ
け
、
時
限
的
市
街
地
や
地
域
協
働
復
興
と
い
っ
た
復

興
ま
ち
づ
く
り
の
方
法
概
念
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を

受
け
、
区
役
所
と
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
連
携
し
て
「
震
災
復
興
ま

ち
づ
く
り
訓
練
」
を
二
〇
〇
一
年
か
ら
実
施
し
、
二
〇
一
六
年
三
月
末
で

都
内
四
七
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
（
葛
飾
区
、
世
田
谷
区
、
足
立
区
、
練

馬
区
、
豊
島
区
、
八
王
子
市
な
ど
で
は
複
数
地
区
で
復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
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――― 4041 ――― 事前復興が開く新たな防災対策の地平

震災５年後の今を生きる
特
集

練
を
実
施
）。
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
練
と
は
、生
活
が
元
に
戻
る
ま
で

の
災
害
像
を
地
域
特
性
に
即
し
て
共
有
し
、
そ
の
間
の
時
限
的
な
生
活
空

間
に
つ
い
て
検
討
し
（
時
限
的
市
街
地
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
）、避
難
生
活
期

以
降
の
復
興
の
体
制
と
手
順
を
と
り
ま
と
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
用
に
事

務
局
が
作
成
し
た
被
害
シ
ナ
リ
オ
を
元
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
方
針
を
検
討

し
、
こ
れ
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
成
果
を
災
害
準
備
策
で
あ
る
地
域
の
防
災

訓
練
に
組
み
込
む
、
こ
の
よ
う
な
検
討
を
連
続
四
回
程
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
行
う
も
の
で
す＊
４

。

　

こ
の
震
災
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
、
延
焼
被
害
リ
ス
ク
の
高
い
区
部
、

言
い
換
え
れ
ば
木
造
住
宅
密
集
地
域
を
抱
え
る
自
治
体
で
の
実
施
が
多
い

の
で
す
が＊
５

、
本
稿
で
は
「
東
京
の
こ
と
」
で
済
ま
せ
ず
に
考
え
て
い
く
た

め
に
も
、
八
王
子
市
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

表
１
は
八
王
子
市
に
お
け
る
事
前
復
興
対
策
の
展
開
経
緯
を
整
理
し
た

も
の
で
す
。
八
王
子
市
に
お
い
て
事
前
復
興
対
策
に
取
り
組
む
直
接
的
な

契
機
と
な
っ
た
の
は
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
後
の
東
京
都
の
動
き
に
加
え

て
、二
〇
〇
四
年
一
〇
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
し
た
。山
古
志
村
な
ど
中

山
間
集
落
の
集
落
孤
立
問
題
、
高
町
団
地
の
よ
う
な
造
成
団
地
の
宅
地
被

害
と
そ
の
再
建
の
取
り
組
み
に
、
八
王
子
で
も
事
前
復
興
対
策
を
検
討
す

べ
き
で
な
い
か
、
延
焼
被
害
と
そ
の
再
建
だ
け
で
な
い
復
興
課
題
に
八
王

子
市
は
直
面
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
二
〇
〇
五
年
度
に
職
員
と
住
民
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
復
興
課
題
と
再

建
シ
ナ
リ
オ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
八
王
子
市
が
直
面
す
る
復

表 1 ●八王子市における事前復興対策の展開経緯
年度 八王子市での展開 影響した自然災害や東京都の事前復興対策
2004 都：復興市民育成事業（〜 2006）

中越地震（孤立集落、宅地地盤被害）
2005【訓練】5 地区合同図上訓練
2006【訓練】打越町旭が丘団地（宅地造成団地型） 都：首都直下地震被害想定
2007【訓練】打越町旭が丘団地（宅地造成団地型） 中越沖地震（中心市街地の再建、番神など斜面

住宅地での被害）
2008【訓練】諏訪町周辺地区（スプロール市街地） 岩手 ･ 宮城内陸地震

都：市区町村復興標準マニュアル
2009【訓練】上恩方地区（中山間地域） 都：第 6 回都地域危険度調査公表
2010【訓練】子安町西地区（中心市街地 ･ 住居系）
2011【訓練】別所二丁目地区（ニュータウン地域） 東日本大震災
2012 市役所組織として検討会設置

職員 Project 方式で震災復興マニュアル案検討
都：地震被害想定（M7 直下型 +M8 海溝型 + 
M7 立川断層帯）

2013 都市住宅復興マニュアル、復興基本条例案作成 都：第 7 回都地域危険度調査公表
都：広域避難場所指定

2014 都市計画シンポ：
職員復興図上訓練（諏訪町周辺地区）

2015 職員復興図上訓練（元横山町地区） 都：市街地の事前復興の手引き

興
課
題
が
六
つ

に
類
型
化
さ
れ

ま
し
た
。
翌
二

〇
〇
五
年
度
か

ら
六
類
型
そ
れ

ぞ
れ
に
対
す
る

復
興
ま
ち
づ
く

り
訓
練
（
八
王

子
市
で
は
地
域

協
働
復
興
訓
練

と
呼
称
）
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
図
１
は
市

内
実
施
地
区
と

類
型
名
称
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

六
つ
の
地
区

類
型
を
復
興
ま

ち
づ
く
り
訓
練

実
施
年
の
順
で

あ
げ
て
い
け
ば
、

二
〇
〇
六
、
〇

七
年
度
に
Ⅳ
宅
地
造
成
団
地
、
二
〇
〇
八
年
度
に
Ⅲ
ス
プ
ロ
ー
ル

市
街
地
、
二
〇
〇
九
年
度
に
Ⅴ
中
山
間
エ
リ
ア
、
二
〇
一
〇
年
度

に
Ⅰ
中
心
市
街
地
（
住
居
系
）、
二
〇
一
一
年
度
に
Ⅵ
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
。
Ⅱ
中
心
市
街
地
（
商
業
系
）
は
未
実

施
で
す
が
、
二
〇
一
六
年
度
以
降
に
実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
復
興
訓
練
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
献
＊
５
、
＊
６
に

表 2 ●八王子市震災復興まちづくり訓練の各回テーマと復興準備の訓練成果
打越旭が丘団地
（2006,7）

諏訪町周辺
（2008）

上恩方
（2009）

子安西
（2010）

別所二丁目三団地
（2011）

震災復興ま
ちづくり訓
練プログラ
ム

第 1 回防災復興
まち点検
第 2 回復興カレ
ンダーづくり

第 1 回防災復興
まち点検
第 2 回諏訪のみ
ち・住まい・まち
の再建を考える
第 3 回復興まち
づくり方針の検討

第 1 回応急の住
まいと生活
再建カードゲーム
第 2 回集落の再
建ビジョンを考え
る

第 1 回防災復興
まち点検
第 2 回避難生活
からの生活再建を
考える

第 1 回防災復興
まち点検
第 2 回阪神建て
替え再建事例学習
会
第 3 回大地震後
の管理組合の対応
シナリオを考える

[1] 復興課
題の抽出と
共有

●擁壁と造成宅地
のリスク
○地区外避難の判
断

●延焼火災リスク
の認識
●郊外戸建て住宅
地の縮退型再建

○崖崩れ道路閉鎖
による集落の孤立

○高齢者の避難生
活と生活回復サポ
ート

●集合住宅での管
理組合を母体とし
た生活継続支援活
動

[2] 時限的
市街地論

（未検討） （未検討） ●実寸バンブーシ
ェルター

●子安公園の地域
復興拠点化プラン

（未検討）

[3] 生 活 ･
住まい ･ ま
ちの再建手
順

○自治会会館と街
区公園を拠点とし
た地域としての生
活回復活動

●住まい再建プロ
セスゲーム

○住まい再建プロ
セスゲーム

○子安地区の地域
協働型復興シナリ
オ

●管理組合を主体
とした在宅避難生
活体制と建物修理
再建手順案

[4] 事前復
興プラン

●まちのコンセプ
ト：「坂と和のあ
るまち」の共有

●（訓練用）諏訪
町市街地復興計画
図

● 地 域 UP 型 復
興ビジョン（調整
区域ゆえの難しさ）

（未検討） （未検討）

[5] 地域防
災活動への
フィードバ
ック

○地区外避難判断
の話し合い

○地域防災訓練へ
のフィードバック

○孤立集落化を条
件とした防災訓練

○ 自 主 防 災 組 織
（町会）活動への反
映（マニュアル修
正検討･防災訓練）

○ 3 つの管理組
合の「防災マニュ
アル」のアップデ
ート検討

[6] 専門家
とのネット
ワーク

○市役所との災害
時の関係づくり
○地元大学との災
害時の応援関係

○同左 ○同左 ○同左 ○同左
○神戸での集合住
宅建て替え再建管
理組合メンバーと
の交流

●：主要成果、○：サブ成果

図 1 ●八王子市震災復興まちづくり訓練実施位置図

2009 上恩方地区
V. 中山間エリア

2011 別所地区
VI. ニュータウンエリア2006 〜 2007

打越町旭ヶ丘団地地区
IV. 宅地造成市街地

2010 子安地区
I. 中心市街地（住居系）

2008 諏訪町周辺地区
III. スプロール市街地

2005 市内６モデル地域
（簡易型訓練、市役所にて実施）
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――― 4243 ――― 事前復興が開く新たな防災対策の地平

震災５年後の今を生きる
特
集

の
集
中
す
る
要
素
、
直
後
対

応
に
役
立
つ
土
地
、
避
難
生

活
や
仮
住
ま
い
で
有
効
な
土

地
を
地
域
住
民
と
行
政
、
専

門
家
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
な
が
ら
地
図
上
に
整
理

す
る
方
法
で
す
。
表
２
よ
り

五
つ
の
地
区
類
型
そ
れ
ぞ
れ

で
、特
徴
あ
る「
復
興
課
題
」

が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

第
一
回
目
は
ま
ち
点
検
を

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

第
二
回
目
以
降
の
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
地
区
ご
と
に
異
な

っ
た
テ
ー
マ
と
手
法
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
旭
が
丘

団
地
で
は
宅
地
被
害
か
ら
の

生
活
再
建
シ
ナ
リ
オ
を
、
諏

訪
町
で
は
延
焼
被
害
か
ら
の

再
建
方
法
と
し
て
の
土
地
区

画
整
理
事
業
導
入
の
是
非
と 図２●恩方地区の復興課題（資源）マップ

自
家
発
電
機
４
台

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

が
な
い

・
町
会
単
位
で
建
て
る
の
が
よ
い

・
畑
も
平
ら
な
の
で
可
能
性
あ
り

・
空
地
を
借
り
て
建
て
る
と
よ
い
。

・
町
会
の
集
会
場
付
近
に
建
て
る

・
簡
易
水
道
は
自
力
復
旧
可
能
。

・
ポ
ン
プ
や
自
家
発
電
機
も
あ
る

・
独
立
基
礎
の
家
が
何
件
か
あ
る

小
学
校
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
地
に
な
っ
て

各
町
会
に
派
遣

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何
を
す
る
か

家
財
道
具
の
整
理

消
防
団
の
ヘ
ル
プ

住
宅
の
ほ
か
に
必
要
な
も
の

・
ス
ー
パ
ー

・
日
用
品
関
係

・
１
日
お
き
に
来
て
い
る
移
動
販
売
の
車

　
→
　
仮
設
ま
で
来
て
も
ら
う

・
復
興
本
部

・
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
滞
在
場
所

学
校
の
体
育
館
を
開
放

　
※
個
人
宅
は
無
理

夕
焼
け
小
焼
け
の
宿
泊
施
設
利
用

駐
車
場
（
個
人
）、
町
会
が
違
う

（
黒
字
）

復
興
へ
の
方
針

必
要
な
条
件
な
ど

図 2 恩方地区の復興課題（資源）マップ

図３●諏訪地区での住まい再建プロセスゲーム
八王子市諏訪町周辺地区 地域協働復興訓練　住宅再建ゲームのまとめ（２班）

🅐自主防災会メンバー
として責任を果たした
い。
🅑勤め先の問題から避
難は近隣がよい。避難
所が一杯なら自力でア
パートを探す。
🅒避難所しかないだろ
う。次男夫婦が市内な
ので健康上問題あれば
世話になるアパートの
生活でもよい。
🅓夫を残し、妻と子ど
もは夫の実家に。市役
所で泊まり込みで対応
することになる。
🅔家族全員妻の実家に、
その方が安心感がある。

■全員 Yes
🅐近くに住みたい。
🅑 30 分という時間を
考えて近くがよい。
🅒諏訪に住みたい。知
り合いや助けてくれる
人もいる。不慣れな土
地は大変。
🅓仮設住宅の設備や管
理に対して、要望を反
映しやすいのではない
か。
🅔子どもの通学を考え
て。

🅐 (Yes)68 才という
年齢を考えて復興公営
の高齢者対応住戸なら
ば。
🅑 (No) 退職金もある
ので生活できそう。
🅒 (Yes) 家を新築す
る年でもない。貯金と
年金で公営住宅ならや
っていけるのでは。
🅓 (No) 自力で再建で
きそうだ。
🅔 (No) 家族人数の点
から。

🅐長男と相談の上。今
後の生活を考えて、住
宅新築にお金を使いた
くない。
🅑二世帯住宅として新
築。建設費は長女家族
と分担できそう。
🅒公的助成を受けた上
でマンションをリフォ
ームして住む。新築は
息子に反対されそう。
🅓現地で住宅を再建す
る（働き盛りなので）。
🅔土地を売却し府中へ
引っ越すか妻の実家を
二世帯に建て替え。ロ
ーンが相殺されること
が条件。

【避難生活期】
発災から１週間後
一時的な生活の場を次
のうちどこに確保しま
すか？

世帯
ロール
カード

【復興公営住宅】
発災から１ヵ月後
地区周辺で復興公営住
宅が建設されることに、
あなたの世帯は入居を
申請しますか？

【仮住まい期】
発災から２週間後
仮設住宅建設に対する
要望（地域協働型仮設
住宅 or 地区外大規模
仮設住宅

【地区外での住宅再建】
発災から１ヵ月
不動産の売却見込みが
立ち、市内中心部の築
浅中古マンションを購
入できるとしたら？

🅐自主防災会メンバー：35 年前に建売住宅購入。子どもは独立。妻と２人暮らし。出身地は新潟。
🅑子どもの独立した夫婦世帯（50 代後半）：25 年前に建売住宅購入。妻と２人。長女世帯が市内で賃貸暮らし。
🅒 70 代後半の夫婦世帯：10 年前にリフォーム。出身地は八王子。以前は町会活動に参加していた。
🅓諏訪に住む市職員：16 年前から住む。妻と子２人。PTA を通して地域とのつながりがある。
🅔 30 代後半家族世帯：5 年前に中古住宅を購入。妻と子２人。地域とはあいさつ程度。

諏訪の避難所
3 人

元の土地を売却し
中古マンションへ

2 人

地域型仮設住宅
の建設に協力

5 人

復興公営住宅
へ入居申請

2 人
息子・娘世帯

0 人

元の土地で
再建を進める

2 人

地区外の
仮設住宅で十分

0 人

入居申請しない
3 人

親類知人宅
2 人

1 人

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

加
え
て
、
別
所
二
丁

目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
生

活
継
続
検
討
に
つ
い

て
は
文
献
＊
７
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

表
２
に
各
地
区
の

各
回
訓
練
テ
ー
マ

を
入
れ
ま
し
た
。
復

興
ま
ち
づ
く
り
訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

五
地
区
中
、
上
恩
方

を
除
く
四
地
区
で

「
ま
ち
点
検
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
防
災
ま
ち
づ
く
り
、

い
や
防
災
に
限
ら
ず

地
域
活
性
化
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

実
施
さ
れ
る
方
法
と

ほ
ぼ
同
様
で
す
。
ま

ち
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

視
点
と
し
て
、
被
害
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震災５年後の今を生きる
特
集

子
育
て
期
後
の
戸
建
て
住
宅
高
齢
者
世
帯
で
の
移
転/

現
地
再
建
シ
ナ
リ

オ
を
、
上
恩
方
で
は
孤
立
集
落
と
な
っ
て
も
自
律
的
な
避
難
生
活
を
組
み

立
て
る
拠
点
と
し
て
の
バ
ン
ブ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
子

安
西
で
は
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
の
ケ
ア
ー
の
カ
タ
チ
を
、

そ
し
て
別
所
三
団
地
地
区
で
は
集
合
住
宅
で
の
災
害
時
生
活
継
続
シ
ナ
リ

オ
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
可
能
な
限
り
「
見
え
る
化
」
し
て
い
ま
す
。

　

表
２
下
段
は
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
練
で
得
ら
れ
る
六
つ
の
成
果

（［
１
］
か
ら
［
６
］）
に
八
王
子
で
の
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
練
成
果
を

あ
て
は
め
た
も
の
で
す
。
地
域
防
災
訓
練
と
は
異
な
っ
た
趣
き
が
感
じ
ら

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
図
２
は
上
恩
方
地
区
で
の
災
害
時
の
リ

ス
ク
と
復
興
資
源
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
図
で
す
が
、
こ
の
成
果
を
元
に
第

二
回
訓
練
で
「
地
域
Ｕ
Ｐ
型
復
興
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
発
想
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
図
３
は
諏
訪
町
で
の
住
ま
い
再
建
プ
ロ
セ
ス
ゲ
ー
ム

の
結
果
例
で
す
が
、
家
族
構
成
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
は
、
郊
外

戸
建
て
住
宅
地
で
あ
る
諏
訪
町
を
離
れ
て
の
住
ま
い
再
建
が
多
く
選
択
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
王
子
市
で
は
二
〇
一
二
、
一
三
年
度
に
庁
内
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

で
八
王
子
市
震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
〈
都
市･

住
宅
編
〉
を
作
成
し
ま
し

た
。
類
型
ご
と
の
復
興
課
題
と
市
民
か
ら
の
再
建
ニ
ー
ズ
を
職
員
ワ
ー
キ

ン
グ
で
受
け
止
め
つ
つ
、
市
役
所
と
し
て
の
対
応
行
動
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
と
行
動
判
断
基
準
と
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
逐
一
、
手
順
が
載
っ
て
い

る
取
り
扱
い
説
明
書
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い
「
手
引
き
書
」
を

地
元
大
学
と
の
協
働
作
業
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
二
〇
一
四
年
度
は
震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
、
市
民
に

向
け
て
八
王
子
市
と
し
て
の
震
災
復
興
の
考
え
方
を
示
す
た
め
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
、
加
え
て
職
員
の
復
興
図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

（
二
〇
一
五
年
度
も
継
続
し
て
い
ま
す
）。
二
〇
一
六
年
度
は
こ
れ
ま
で
未

実
施
だ
っ
た
類
型
Ⅱ
中
心
市
街
地
（
商
業
系
）
で
地
域
組
織
を
参
加
主
体

と
し
た
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
、

　
　

改
め
て
自
治
体
防
災
対
策
の
検
証
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

　
　

本
稿
は
自
治
体
の
災
害
対
応
に
係
る
三
つ
の
責
任
領
域
を
提
示
し
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
教
訓
と
し
て
の「
多
重
防
災
」と「
回

復
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー
）」
に
触
れ
た
上
で
、「
回
復
力
の
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
つ
く
る
取
り
組
み
で
あ
る
八
王
子
市
の
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
展
開
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
一
九
九
五
年
の
阪

神･

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て

き
た
「
防
災+

ま
ち
づ
く
り
」
の
方
法
論
で
す
。
そ
し
て
東
京
で
は
東
日

本
大
震
災
後
、
計
画
停
電
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
途
絶
に
と
も
な
う
生
活

支
障
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
集
合
住
宅
で
の
自
宅
生
活
継
続
の
よ
う

な
「
生
活
再
建
」
を
主
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
に
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
ま
た
、自
治
体
の
三
つ
の
責
任
領
域
の
う
ち
の
第
一
と
第
二
、つ

ま
り
防
災
と
ま
ち
づ
く
り
部
局
の
取
り
組
み
に
留
ま
ら
ず
、
福
祉
や
産
業

支
援
、
男
女
共
同
参
画
と
い
っ
た
住
民
の
「
安
心
」
に
関
わ
る
第
三
領
域

部
署
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

大
災
害
後
の
復
旧
復
興
は
住
ま
い
や
ま
ち
の
再
建
に
留
ま
ら
ず
、
し
ご
と

や
高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
環
境
、
地
域
産
業
な
ど
総
合
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
事
前
対
策
に
つ
い
て
も
庁
内
横
断
で
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
。

　

加
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
長
期
の
復
興
の
こ
と
を
考
え
る

こ
と
は
、
災
害
直
後
期
の
対
応
よ
り
も
、
平
常
時
の
業
務
内
容
と
の
関
係

性
が
強
い
と
い
う
点
で
す
。
た
と
え
ば
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
計
画
を
検

討
す
る
こ
と
は
、
平
時
に
お
け
る
公
的
住
宅
や
自
治
体
の
住
宅
政
策
を
検

証
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
応
急
仮
設
住
宅
に
設
置
さ
れ
総
合

的
な
生
活
支
援
が
行
わ
れ
る
「
サ
ポ
ー
ト
拠
点
事
業
」
で
も
平
時
に
お
い

て
展
開
し
て
い
る
地
域
福
祉
施
策
に
よ
っ
て
、
事
業
水
準
が
規
定
さ
れ
て

く
る
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す＊
８

。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
目
、
い
ま
こ
そ
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ

て
、
大
災
害
に
備
え
る
大
胆
か
つ
着
実
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
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